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要旨：アメリカ合衆国は，ヨーロッパ人が自国を開拓したのと同じ手法で東海岸から開拓し

ていったから成功した．仮定の話として，もしアメリカを西海岸から開拓しはじめたとすれ

ば，どのような事態になっていたであろうか．農業生産力の高いカリフォルニアのグレー

ト・バレーに人口は集中し，ほどなくサクラメント東方で金鉱が発見されたであろう．ゴー

ルド・ラッシュは開拓の初期段階で起こっていたにちがいない．社会基盤が整備されるはる

か以前に人口の過度の集中が起こり，大混乱していたはずである．ヨーロッパ人が東海岸か

ら開拓したことが，アメリカに幸いした．着実に東部海岸から開拓を開始し，150 年を経て

13 州が独立した．アパラチア山脈を越え，ミシシッピー河の東岸流域の諸州を独立させるの

にさらに 50 年を要した．それらの地域の鉄道網が整備されてから，ようやくミシシッピー

河西岸の大平原の開拓が本格化した．南北戦争後のことである．西部の諸州は，まず鉱山開

拓者，ついで牧畜業者が入植し，農民はそのあとに従うという，東部の開拓には見られない

現象が繰り広げられた．アメリカが，東海岸から段階的に開発されてきた実情を，資源人類

学の立場から再考してみた． 

キーワード：北アメリカ，アパラチア山脈，ロッキー山脈，大平原，ゴールド・ラッシュ 

Abstract: The exploitation of North America from the east coasts by European people would have 

been successful. If the colonizations of North America might have been started from the west coasts 

rather than from the east coasts, the concentration of immigration might have been taking place in the 

Great Valley along the Sacrament and San Joaquin rivers and the gold mines might have been found 

west of Sacrament City at the early phase of the history of the exploitation of North America well 

before the establishment of social basis of American citizen. The colonization of North America from 

the west coast should have been bound to fail. On the contrary, the history of the colonization of 

North America have been started from the east coast by European people. They developed the east 

coasts and 150 year later the 13 States have become independent. They spent next 50 years to cross 

the Appalachian Mountains to reach the Mississippi River and several States along the River have 

become independent. In the western States, mining explorers would have settled first followed by 

stock farmers. Afterward, farmers would have come at the later phase of the history of the 

exploitation of which situation might have been completely reverse from the history of the east 

coasts. 
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1. まえがき 

 

アメリカ合衆国は，基本的に，北米大陸の中

緯度に位置し，東は大西洋に，西は太平洋には

さまれた地域に存在する．大西洋の対岸にヨー

ロッパ大陸が位置し，ヨーロッパ人が自国を開

拓したのと同じ手法でアメリカ合衆国の東海岸

から開拓していった．そして，その開拓は成功

した．しかるに太平洋の対岸は極東アジアで，

アジア人が太平洋を横断してアメリカ西海岸に

上陸し，そこから開拓をはじめる，ということ

は歴史的にみて不可能であった．実際，アメリ

カ史のなかでは，西海岸からの開拓というのは

存在しない． 

仮定の話として，もしアメリカを西海岸から

開拓しはじめたとすれば，どのような事態に

なっていたであろうか．西海岸付近には乾燥地

域が多く，農業生産力は高くない．したがって

人口支持力もそれほど高いとはいえない．その

なかでもカリフォルニアのサクラメント河およ

びサンウォーキン河流域のグレート・バレーは，

比較的に農業生産力が高い地域である．開拓者

は，必然的にこの地域に集中したことであろう．

そして，ほどなく金鉱を発見したにちがいない．

ゴールド・ラッシュは，開拓史のごく初期に出

現したはずである．開拓地域の社会基盤が整備

されるよりはるか以前に金を求めて開拓者が殺

到し，大混乱に陥ったであろう．南米の開拓と

同じようなケースをたどったのではないかと思

われる． 

アメリカの本格的な開拓は，ピルグリム・

ファーザースが 1620 年に今のマサチューセッ

ツ州のプリムスに上陸することから開始された．

アパラチア山脈の東の地域で 13 州が独立する

のが 1776 年だから，開拓から 150 年を要した．

開拓者にとってアパラチア山脈は，越えるのが

困難な山地であった．それでも 50 年後の 1820

年までに，北部のミシガン，ウィスコンシン州

を除いて，オハイオ，インディアナ，イリノイ，

ケンタッキー，テネシー，アラバマ，ミシシッ

ピー州のアパラチア山脈とミシシッピー河には

さまれた地域は独立した州となっていた．その

後，ミシシッピー河流域のすぐ西の地域，北か

らミネソタ，アイオワ，ミズーリ，アーカンソー，

ルイジアナ州は，南北戦争までに州として独立

した．テキサスもアメリカ合衆国に加わった．

それ以外の西部の諸州は，南北戦争後になるま

で独立した州にはなっていない．開拓は，きわ

めてゆっくりと進行したのであった．それらの

諸州からは，金は発見されなかった．金を求め

てヨーロッパから人口が流入した南米のような

経過をたどらずにすんだ． 

アメリカは，東海岸から段階的に西へ，西へ

と開拓がすすんだ．東海岸は農業生産力が高く，

人口支持力もじゅうぶんであった．ミシシッ

ピー河流域までの開拓は順調であった．しかし

ロッキー山脈より東の大平原の開拓には，手こ

ずった．そのさなかに，カリフォルニアで金鉱

が発見され，ゴールド・ラッシュが起こった．

西部の開拓が本格化したのはそれからである． 

本稿ではアメリカの自然環境および活用でき

る資源の状況を地質学的に解析し，資源人類学

の立場からアメリカの開拓を考察してみたい． 

 

2. 縞状鉄鉱層 

 

46 億年前に太陽系，したがって地球が誕生し，

地球の歴史がはじまった．地球史上の最古の生

命の存在の証拠は，グリーンランドのイスアの

38 億年前の縞状鉄鉱層であるといわれている． 

初期の海水には，多量の鉄イオンが溶解して

いたといわれる．そのような海域に最初の生命
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体であるシアノバクテリアが進化して，光合成

をはじめて遊離酸素を放出しはじめた．その酸

素は海中に溶解していた鉄イオンと結合して不

溶性の赤鉄鉱となって海底に沈殿する．そのよ

うな鉄化合物が縞状鉄鉱層を形成した．した

がって，縞状鉄鉱層の存在はすでにシアノバク

テリアが進化していたことをしめす間接証拠と

なる． 

地球の歴史の初期段階には，地球上の各所に

楯状地が存在したことが知られている．北米大

陸の北部には，カナダ楯状地が存在した（図１）．

その南西側を取りまくように，内部低地とよば

れる地域がある．カナダ楯状地と内部低地は安

定地域（クラトン）であった．その内部低地の

海域にシアノバクテリアは群生し，光合成によ

る遊離酸素を放出し，縞状鉄鉱層を形成して

いった．それらの堆積物はヒューロニアン統

（Huronian Series）にまとめらるが，アメリカ合

衆国の五大湖の周辺部のミシガン州およびミネ

ソタ州に露出する（図３）．現地ではタコナイト

（taconite）と呼ばれる鉱石である．スペリオル

湖の西岸のミネソタ州北西部の iron ranges は

とくに有名である．数十メートルにおよぶ鉄鉱

層が形成されており，現在でもブルドーザーに

よる鉄鉱石の露天堀がおこなわれている． 

ヒューロニアン統を覆うのがキウィーナワン

統（Keweenawan Series）である．玄武岩質の火

成岩が主体であるが，陸上に噴出したものと考

えられている．その溶岩中，ないしは堆積した

礫岩中に，自然銅が産出する．銅は，ふつうは

黄銅鉱などの硫化物として産出するが，キ

ウィーナワン統からは純粋の銅が得られる．精

錬の必要がなく，そのまま使用することが可能

である．アメリカ先住民（いわゆる，アメリカ・

インディアン）はコロンブスの新大陸発見のは

るか以前からキウィーナワン統の銅を採掘し，

加工品を生産していた．銅製品は，ミシシッピー

渓谷の各所の遺跡から発掘されている． 

 

3. アパラチア造山運動とクラスティック・

ウェッジ 

 

北米大陸の地質構造の発達については，開拓

に関連する部分についてのみ，ふれることとす

る．カナダ楯状地と内部低地の安定地域の東南

側に古生代にアパラチア造山運動，西側に中生

代から新生代初期にコルディレラ造山運動

（ジュラ紀のネバダ造山運動と，白亜紀から始

新世まで起こったララミー造山運動）が起こり，

アメリカ合衆国の地形の基本を形成したのであ

る（図１）． 

造山運動期に，造山帯の周辺部に堆積した地

層は，クラスティック・ウェッジ（clastic wedge）

と呼ばれる（図５）．クラスティックというのは

「砕屑（さいせつ）」された物質の意味で，侵食

された岩石のことである．造山帯が隆起し，風

化，侵食されると，侵食された砕屑物は河川に

よって運搬される．それらが造山帯の周辺部に

堆積するが，造山帯に近いほど堆積する層厚は

厚く，離れるほど薄くなる．一方が厚く，他方

がしだいに薄くなるという「楔（くさび）型」

（wedge）になるところから，それらの堆積物

をクラスティック・ウェッジと呼ぶ．適当な日

本語訳は，まだない．ヨーロッパの鉱山技術者

が使用してモラッセ（mollase）の，もともとの

概念に近い．ただしモラッセは，意味が拡大解

釈され，造山期後期のあらゆる堆積物にも適用

されるようになり，意味があいまいとなった．

アメリカの地質学者はモラッセという語は使用

せず，クラスティック・ウェッジを使う． 

石炭紀は，アメリカでは前半のミシシッピー

紀と後半のペンシルバニア紀に区分されている．
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ミシシッピー紀には北米大陸の東部は石灰岩が

形成される海域であった．ペンシルバニア紀に，

この東部地域にアパラチア造山運動が起こった．

造山帯は隆起するが，同時に，はげしく侵食さ

れる．隆起と侵食が平行して起こり，山はいつ

までったても高くはならない．隆起した分が，

侵食されるからである．その一方で，侵食され

て生じた砕屑物は造山帯の東部の海域に運搬さ

れると同時に，西部の大陸側にも運搬され，堆

積する．海域に運ばれた砕屑物は海成層となる

が，大陸側に運ばれた砕屑物は造山帯山麓の大

陸上に堆積し，典型的な陸成層を形成する． 

ペンシルバニア紀は，裸子植物が進化してき

て，大繁茂した時代である．シダ植物は胞子で

繁殖するから，水辺から遠く離れた地域では繁

茂できない．したがって，水系の周辺部にしか

シダ植物は生息できなかった．そこに，裸子植

物が進化してきた．イチョウ，ソテツ，球果類

（あるいは，松柏類：マツ，スギ，ヒノキの仲

間）などである．種子で繁殖するので，内陸部

でも生息可能となった． 

アパラチア山脈を形成する造山運動の周辺部

には，それらシダ植物と裸子植物が繁茂してい

たのである．造山帯の山麓には，広大な湿地，

湿原が広がっていたであろう．このような地域

に砕屑物は運搬され，堆積していった．繁茂し

ていたシダ植物や裸子植物の倒木もいっしょに

埋伏した．そして無煙炭の炭層を形成した． 

アパラチア造山運動にともなうクラスティッ

ク・ウェッジには，良質の無煙炭から成る炭層

が発達している．この炭層の存在が，ペンシル

バニア州の鉄鉱業を支えたのである． 

鉄鉱業はイギリスで発達した．近代製鉄業は，

石炭からコークスを作り，コークスが燃焼する

ときに生じる高温で鉄鉱石を精錬する．精錬に

は中和剤として多量の石灰岩を必要とする．イ

ギリスでは石炭紀前期にマウンテン・ライムス

トーンが堆積し，同後期に石炭層（いわゆる夾

炭層 coal measure）が形成されている．石炭と

石灰岩がともに得られる．アパラチア山脈には，

まったく同じ状況が整えられている．ミシシッ

ピー紀の石灰岩とペンシルバニア紀の石炭であ

る．これについては，後述する． 

 

4. アパラチア造山帯 

 

アメリカの初期の開拓者たちが直面したアパ

ラチア山系とは，どのような様相を呈していた

のか．アパラチア山脈は，北アメリカの東海岸

にそって走っている．内部低地の方から東南へ

進むと，山脈の西に続く広大なアパラチア高原

（Appalachian Plateau）に入る（図２）．古生層

が厚く堆積している地域で，西部では海抜300m

くらいであるが，東部では 1,000m もある．そ

の東端には比高 200m から 300m もある急崖を

つくって，東側の低い谷峰地域（Valley and Ridge 

province）を見下ろす． 

谷峰地域は，変成していない古生代の石灰岩

や砂岩・頁岩からできている．褶曲して多くの

緩やかな背斜と向斜をつくり，東北方向に走る

石灰岩やドロマイトの地帯と砂岩や頁岩の地帯

とが，交互に平行に露出する．石灰岩やドロマ

イトのほうが，砂岩や頁岩よりも侵食をうけや

すい．それで石灰岩やドロマイトの地帯は谷を，

砂岩や頁岩の地帯は尾根をつくることになる．

このように平行な谷と尾根が繰り返しているの

で，この地域をValley and Ridge province と呼ぶ． 

その東南側に，Blue Ridge province が伸びる．

Valley and Ridge province を構成していた岩石

よりももっと古い原生代後期の堆積岩や火山岩

や，さらにその下のカコウ岩や片麻岩が露出す

る．これらの岩石が地形的に高い山脈
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（1,300~2,000m）をつくる．その次の東南側の

地帯は，Piedmont 高原と呼ばれる海抜 50～

300m くらいの低平地である．さまざまな変成

岩や深成岩からできている地域で，その南東側

にある海岸平野よりも少し高いだけである．海

岸平野は，中生代・新生代の平らな地層からで

きている． 

Piedmont 高原と海岸平野との間の境界線に

そっては，その高原の端が急斜面をなしている．

そこを流れ下る川には，急流や滝ができている．

そのために，この線を滝線（Fall Line，または

瀑布線）と呼んでいる．水力の開発上の重要な

線である．河川を遡航してきた船便の終着点で

もある． 

アパラチア造山運動は古生代に起こった．古

生代末のぺルム紀には終息した（図７）．当時の

アパラチア山系は，現在のロッキー山脈に似て，

3,000m から 5,000m 級の高山をいただいていた

にちがいない．急峻で，谷も深く，当時人が住

んでいたとしても，容易に近づくことのできな

い地域であったにちがいない．しかし，その後

2 億年以上の年月が経過した．急峻な高山は

すっかり侵食され，準平原化してしまった．現

在のアパラチア山系は，せいぜい 1,500m 級の

山をいただく山脈である．このようなアパラチ

ア山脈がアメリカ大陸の東部に位置したことが，

アメリカ開拓にとっては幸いしたのである．

ロッキー山脈のような 5,000m 級の高山がそび

えていたなら，19 世紀までのアメリカ人にはと

ても開拓などできなかったであろう． 

 

5. シェラネバダ山脈とロッキー山脈 

 

北米大陸では，中生代のジュラ紀に，大陸の

西部地域でシェラネバダ山脈を造り出すネバダ

造山運動が起こった（図４）．この造山運動にと

もなう陸成のクラスティック・ウェッジは造山

帯の東部に形成された．ジュラ紀にはすでに恐

竜類が進化しており，北米大陸は恐竜の天国で

もあった．恐竜の遺体は，陸成の堆積層にも多

く取り込まれた．ネバダ造山運動にともなうク

ラスティック・ウェッジとしては，モリソン層

が有名である．植物食性恐竜の剣竜，ステゴザ

ウルスや肉食性のアロサウルスなどが発見され

る． 

白亜紀の後半から，シェラネバダ山脈よりも

東の地域でロッキー山脈を造り出すララミー造

山運動が起こった（図７）．白亜紀には花を付け

る被子植物が新たに進化してきて，植物の世界

の主要構成樹種となった．栄養価の高い植物群

が登場したことによって，植物食性恐竜の角竜

類（トリケラトプスなど）や曲竜類（アンキロ

サウルスなど），また鳥脚類（パラサウロロフス

など）が適応放散し，つられて巨大な肉食性恐

竜の獣脚類（ティラノサウルスなど）も進化し

た．花，蜜をもつ被子植物の登場は，一方で昆

虫の進化をうながした．昆虫の幼虫であるイモ

ムシを捕食する食虫性の哺乳類も適応放散を開

始する． 

このような，ひとつの生物の進化が他の生物

の進化をうながし，全体としてダイナミックな

進化のうねりがみられる現象を「共進化」とよ

ぶが，白亜紀後期には典型的な共進化現象がみ

られる．その共進化の実相が，ララミー造山運

動にともなうクラスティック・ウェッジに記録

されているのである．北米大陸で恐竜，そして

哺乳類化石の研究が飛躍的に進展した背景には，

このような化石群が多量に保存されていたこと

が挙げられる． 

ララミー造山運動は始新世まではゆるやかで

あったが，漸新世に入って高山化が加速する．

ロッキー山系には 5,000mから 6,000m級の高山
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が連なるようになった．偏西風帯を南北に伸び

るロッキー山脈は，北米大陸の気候に多大の影

響をおよぼした．それまでは熱帯多雨林におお

われていた同地方を，乾燥ないし半乾燥の気候

が支配する地域に変えてしまったのである．

ロッキー山脈の東山麓の降雨量は激減し，大平

原が出現した．これらの地域からは，暁新世－

始新世の霊長類化石が多産するが，漸新世には

草原性のゲッ歯類やウサギ類などしか見られな

くなる．始新世から漸新世にかけては，動物群

の構成に劇的な変化が起こっている．このよう

に，ロッキー山脈とミシシッピー河にはさまれ

た地域に大平原が出現したのは，漸新世になっ

てからなのである． 

 

6. パナマ地峡の成立 

 

中生代から第三紀を通じて，北米と南米は切

り離されたままだった．大西洋と太平洋は，カ

リブ海を通じて行き来が自由であった．海生の

哺乳類のクジラ類や鰭脚類（アザラシ，オット

セイなど）には，第三紀の大西洋と太平洋に共

通の種類が存在する． 

南アメリカでは第三紀にアンデス山脈を造り

出すアンデス造山運動が起こっている．アンデ

ス造山運動も，北アメリカのロッキー山脈を造

り出したララミー造山運動と同様に大陸の西端

に起こった．漸新世に南アメリカの南部から造

山運動がはじまっている．アルゼンチンからチ

リーにかけてのパタゴニア地方に漸新世のクラ

スティック・ウェッジが発達していて，この時

代にアンデス造山運動が起こっていることを示

している．6,000m 級の高山であるアコンカグア

は，この造山運動によって生じた山系である．

ボリビアの高山化もこれに連動している． 

南アメリカ大陸の北西部に位置するコロンビ

アには，中新世のクラスティック・ウェッジが

発達している．中新世のコロンビアはアマゾン

河の上流域にあたっており，ホエザル，クモザ

ル，リスザルなどの現在のアマゾン水系に生息

する南米霊長類の祖先の化石が多産する．私は

この地域で 1977 年から 20 年以上にわたってサ

ル類化石の発掘に従事していた． 

中新世にコロンビアにクラスティック・

ウェッジを堆積させたアンデス造山運動は，鮮

新世に高山化がすすんでアンデ山脈が高山と

なった．この造山運動の北の延長がパナマ地峡

の形成というかたちで，南北両大陸を連結させ

ることとなった．つまり，パナマ地峡は南アメ

リカ大陸の北西端から北に伸びる地峡という性

質を持っていた．この地峡の伸びた先が，北ア

メリカ大陸の南西端である． 

このように，パナマ地峡は南アメリカの北西

端と北アメリカの南西端を結ぶという地理学的

な特性を担っていた．このパナマ地峡の成立は，

鮮新世に入ってからという地史学的な特徴も

持っている． 

パナマ地峡の成立は，ふつう，両大陸の動物

の交流を可能にさせた現象として語られる．北

アメリカのピューマなどのネコ科の動物が南ア

メリカに侵入して，南アメリカの有蹄類を絶滅

に追いやったことは有名である．逆に南アメリ

カ原産の有袋類のオポッサムや貧歯類のアルマ

ジロが北アメリカに進出して，今もテキサス州

などに自生している． 

パナマ地峡の成立は，しかし，北アメリカの

気象条件に決定的な変化をおよぼした．太平洋

と大西洋の連結を遮断してしまった．カリブ海

は大西洋とだけつながり，暖流のメキシコ湾流

が北大西洋を北上する現在の海流の大循環の基

本が，この時にできあがった． 

アメリカ合衆国だけに着目すると，メキシコ
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湾はアメリカ南部の東半分の南側に位置する．

テキサス州よりも東の州だけが南部のメキシコ

湾と接する．テキサス州をふくめてテキサス州

よりも西の州，ニューメキシコ州，アリゾナ州

とカリフォルニア州は南部がメキシコと国境を

接していて，メキシコ湾には接していない．こ

のような地理的状況下にあっては，メキシコ湾

で発生したハリケーンもふくめた低気圧はミシ

シッピー河よりも東の地域を北上し，それらの

地域を湿潤な環境下に置く．しかしミシシッ

ピー河よりも西の地域，テキサス州をふくめた

それよりも西の地域にはメキシコ湾で発生した

低気圧が通過することはなく，乾燥気候が卓越

する（図６）． 

 

7. 寒流のカリフォルニア海流 

 

パナマ地峡の成立によって大西洋と太平洋の

連結が遮断された北米大陸の東西両岸に，寒流

のカリフォルニア海流が太平洋岸をアラスカ方

面から南下し，暖流のメキシコ湾流がフロリダ

半島から大西洋を北上するという基本パターン

が生まれた（図６）．この基本パターンはパナマ

地峡の成立によって生じているから，鮮新世に

なってから生まれた現象である． 

しかも北米大陸が北回帰線よりも北の地域に

位置するので，大陸全体が偏西風帯に属する．

つまり，太平洋からの偏西風が北米大陸の気候

に，直接に影響をおよぼす． 

アラスカ方面から北米大陸の西岸に沿って南

下するカリフォルニア海流は，典型的な寒流で

ある．水温の低い海流が卓越する海域に太平洋

側から暖かい偏西風が流入すると，海面付近の

空気塊は低温の海水によって冷却される．その

結果，この海域の空気塊は，海面に近いほど冷

たくて重く，上空ほど暖かくて軽い，という逆

転現象が生じる． 

ふつう，大地の上空の空気塊では，大地が太

陽熱で熱せられると輻射熱で地表付近は暖かく

て軽く，上空ほど冷たくて重い，という構造に

なる．暖かくて軽い空気塊が上昇し，上空の冷

たくて重い空気塊が下降し，対流が生じる．こ

の構造があたりまえなので，順転と考えている．

寒流域では，この構造が逆となる． 

逆転構造が生じると，空気塊は対流しなくな

る．重い空気塊が下位にあり，軽い空気塊が上

位に位置するから，空気塊は安定してしまうの

である．カリフォルニア州が一般に天候にめぐ

まれるのは，このせいである．雨がほとんど降

らないので，映画産業が発達する．ロサンゼル

ス近郊にハリウッドが隆盛をきわめるが，

ミュージカルがさかんなニューヨークで映画産

業は成立しない． 

カリフォルニア州の地勢に着目すると，海岸

山脈とシェラネバダ山系にはさまれた地帯にグ

レート・バレーが広がる．サクラメント河とサ

ンウォーキン河が合流して太平洋に流れ出る．

ロッキー山脈に源流をもつコロラド河も太平洋

に流出しているが，太平洋に流れ出る河川はき

わめて乏しい．北米東岸のアパラチア山系から

流れ出る河川と比較すると，いかに西海岸の河

川が貧弱であるかが実感されよう． 

北米の太平洋側にあっては，グレート・バレー

が唯一の人口支持力の高い地域なのである．北

米大陸を西海岸から開拓を開始すると，開拓者

の波はこのグレート・バレーに押し寄せていた

はずである．後述するが，グレート・バレー内

のサクラメントの近郊で 1848 年に砂金が発見

された．翌年にゴールド・ラッシュが起こった．

開拓者の波がグレート・バレーに押し寄せてお

れば，すぐに砂金が発見され，開拓の歴史の初

期の段階でゴールド・ラッシュが起こっていた
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はずである．社会基盤が整備される以前の段階

でゴールド・ラッシュが起こってしまえば，南

アメリカの開拓と同様の歴史が繰り返されてい

たのではないか． 

偏西風がシェラネバダ山系を越えると，山系

の西斜面に降雨，降雪をもたらしてしまって，

空気塊は乾燥化する．そしてシェラネバダ山系

の東側にネバダ砂漠，モハベ砂漠の乾燥地帯を

形成する（図４）．開拓民にとっては開拓どころ

か，通過することさえ困難な地域なのである．

この砂漠を越えたところに高山をいただくロッ

キー山脈が立ちはだかる．ロッキー山脈を越え

ると，広大な大平原，グレートプレーンが延々

と続く． 

北米大陸の太平洋岸はこのような地勢にある

から，西海岸から開拓しても，グレート・バレー

に定着するのがせいぜいで，それよりも東方に

進出するのは，きわめて困難であったと思われ

る． 

サンフランシスコの北方にレッドウッドの森

が広がる．樹高 100m を超すセコイアの巨木が

生育する地域である．沿岸域を寒流のカリフォ

ルニア海流が南下するので，太平洋からの偏西

風が冷却され，霧が発生する．霧の上空にしか

太陽の光が当たらないので，セコイアが上へ上

へと成長し，ついに巨木に成長したといわれて

いる．レッドウッドの森に立ち寄った折に，海

岸の海の水にさわっておどろいた．冷たいので

ある．これでは海水浴などとてもできない．カ

リフォルニア沿岸で海水浴ができるのは，うん

と南のロサンゼルス近郊のロングビーチ，サン

タモニカの海岸で，このあたりまで南下すると，

カリフォルニア海流も暖められてくるのであろ

う． 

このように，北米大陸の西岸地域というのは，

開拓が困難な地域なのである． 

 

8. 暖流のメキシコ湾流 

 

鮮新世にパナマ地峡が成立して，大西洋は太

平洋から孤立してしまった．その結果，大西洋

は南で南極海域と，北で北極海域と接するだけ

の，閉じられた系に押し込められた．海洋の塩

熱循環は，太平洋－インド洋の表層を西進し，

喜望峰を越えてから南大西洋を北上する．そし

て暖流のメキシコ湾流を合体させて北大西洋を

スカンジナビア半島付近まで北進する．この付

近で蒸発による塩分濃度の濃集と水温低下によ

る密度上昇により，水塊は海底に降下する．大

西洋の西岸の北米東部と，東岸のヨーロッパは

暖流のメキシコ湾流の流域にあたるので，温暖

な気候の支配下に位置することになる．イギリ

スは，緯度でいえば日本よりはるかに北，樺太

（サハリン）とほぼ同じなのに，日本と同じく

らいに温暖な地域なのである． 

メキシコ湾で太陽熱によって加熱された海水

が蒸発して，熱帯低気圧を発生させる．発達し

た熱帯低気圧がハリケーンである．この低気圧

が北上するとき，偏西風の影響により，進路が

北東に流れる．その結果，メキシコ湾で発生し

た熱帯低気圧はミシシッピー河の東岸地域およ

びアパラチア山系を通過するようになる．それ

らの地域に莫大な降水量をもたらし，農業に適

した環境を整えた．ミシシッピー河の西岸地域

が半乾燥地帯となっているのとは，対照的であ

る．ミシシッピー河の河口に位置するニュー

オーリーンズをハリケーン・カトリーナが直撃

して，ニューオーリーンズを壊滅的に破壊した

ことは記憶に新しい． 

アパラチア山脈にもたらされた降水量が，東

側の斜面を川となって流れ落ちる．そして海岸

平野を横切って大西洋に流れ出る．このような
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河川がアパラチア山脈の東側に無数に発達して

いる．アメリカの西海岸，つまり太平洋側に流

れ出る河川の数が極端に少ないのとは好対照を

なしている． 

アパラチア山脈の東岸に広がる海岸平野のい

まひとつの特徴は，南に広く，北に狭いことで

ある．アパラチア山脈は南西方向から北東方向

に伸びるが，海岸平野の大西洋岸はほぼ南北に

走る．その結果，海岸平野は南部に広大な領域

を占めるが，北部のニューヨーク付近ではアパ

ラチア山脈が大西洋にせり出すようにせまって

くる．平野部は，きわめて狭いのである． 

 

9. 東部海岸の開拓 

 

このような東部海岸に，イギリスからの開拓

者が到来した．1607 年に 105 名の男たちが最初

の植民地，ジェームスタウンを建設した．そし

て，タバコの栽培に成功した．このころまでイ

ギリスに入ってくるタバコは，西インド諸島か

らの輸入品であった．10年後の1617年までに，

タバコの栽培は軌道に乗り，本国に輸出し，生

活物資を輸入するという体制ができあがった．

イギリス本国にしてみれば，いままでオランダ

やスペインに独占されていたタバコの貿易に参

入できるようになったのである．このようにし

てヴァージニア植民地の地位が確立された．

1635 年には，ヴァージニア植民地の人口は 1 万

人に達していた． 

1620 年にピルグリム・ファーザースの一団が，

ヴァージニアの北方のプリムスに上陸する．そ

の後，続々と開拓団がイギリスから押し寄せる．

海岸平野の河川を遡上し，植民地を開拓して

いった．船で遡れるのはいわゆる滝線までで，

滝線の西部にそびえる Piedmont 高原は，初期

の開拓者にとっては障壁となっていたであろう．

1733 年までに東部海岸沿いに 13 州の植民地が

形成された．これらの諸州は，3 つ地域に区分

することができる（図９）． 

まず，南部植民地には，ヴァージニア，メリー

ランド，ノース・カロライナ，サウス・カロラ

イナ，ジョージア州がふくまれる．アパラチア

山脈は，海から 300km 以上離れていて，質のい

い肥沃な土壌からなる広い海岸平野が広がって

いた．夏は暑く，作物の成長期はじゅうぶんに

確保された．南部植民地は，農業に最適の地域

であった．タバコが主要作物となったのは，当

然であろう．植栽農園（plantation）型の農業が

いとなまれた．労働者として，黒人奴隷を使用

した．アメリカ先住民（いわゆるアメリカ・イ

ンディアン）の奴隷化には失敗したのであろう．

タバコは敏感な作物で，3 年も連作すると，土

地はかれる．しかし，土地は無限と思われた．

同じ畑で毎年毎年タバコが栽培された．3 年た

つと，新たな土地を開き，処女地で栽培をはじ

めた．周囲に土地がなくなると，別の土地に移

り住んだ．このようにして，住宅は次々に更新

されて，古い住宅は打ち捨てられ，ロースト・

キャビンが生み出された．大きな集落はゴース

ト・タウンとなった． 

北方のニュー・イングランド植民地では，夏

はすずしく，冬はずっと寒く，作物の生長期間

もずっと短い．アパラチア山脈がずっと海岸に

接近していて，この地方の河川は南部の川のよ

うに幅の広い主要な通路ではなく，短く，狭く，

流れが早くて，いたるところ滝によって遮断さ

れていた．大規模な植栽農園はなく，主要作物

もなかった．多品種のいろいろな作物が栽培さ

れた．この地方の 500km 沖にニュー・ファウン

ドランドの洲があり，世界一の漁場となってい

た．鯨油は灯油として必需品となっていた．漁

業がさかんになるということは，造船業も栄え



瀬戸口烈司 

 10

ることを意味する．森はすぐ水際まで連なって

いて，材木や帆柱，ピッチやタール，ロープ用

の大麻などの入手が容易だった．コネティカッ

ト，ロード・アイランド，ニュー・ハンプシャー，

マサチューセッツ州がふくまれる地域である． 

南部とニュー・イングランドの中間にある中

部植民地は，むしろニュー・イングランドの生

活様式にずっとよく似ている．ニューヨーク，

ペンシルベニア，ニュー・ジャージー，デラウェ

ア州がふくまれる．この地方では，海岸平野が

アパラチア山脈にぶつかるまでに，海岸から

200km ほどもつづいていた．土壌は肥沃で，作

物の生長期間はかなり永かった．川は広くて深

く，雨量は豊富だった．コムギが広く栽培され，

オオムギやライムギや果物が栽培された．「パン

植民地」（Bread Colonies）として知られるよう

になる．たいていの農園はニュー・イングラン

ドの農園のように小さくて，主要な商品作物の

単作をおこない，奴隷労働を雇傭する植栽農園

精度はなかった． 

 

10. アパラチア山脈を越えて 

 

Piedmont 高原と海岸平野の境界の滝線まで

の開拓は容易であったが，アパラチア山脈に分

け入ることには困難がともなった．Piedmont 高

原を抜けると，1,500m 級の尾根が連なる Blue 

Ridge province が待ちかまえている．この尾根

を越えると，谷と尾根が繰り返しあらわれる

Valley and Ridge province に踏み込むこととな

る．ジョン・デンバーのヒット曲「カントリー・

ロード」で歌われる「ウェスト・ヴァージニア

のブルーリッジ・マウンテン，シャナンドー・

リヴァー」というのは，このあたりの景観を指

す．その西に急崖がそびえる．それを越えると，

やっとおだやかなアパラチア高原にたどり着く． 

アパラチア高原から西のミシシッピー河まで

の地域は，広大な農業に適した地域が広がる．

滝線からアパラチア高原のあいだの区域は，初

期の開拓者にとっては通過困難な地域であった．

それでも 1750 年には，アメリカ先住民の交易

ルートを使って，イギリス人はアパラチア山脈

に進出していた．ジェームスタウンの建設から，

おおよそ 150 年を要した．それほど通過するの

に困難な地域でったのである． 

ところがその 100 年も前から，カナダから

ニューオーリーンズにいたるミシシッピー平野

の全域にわたってフランスの毛皮商人と宣教師

が進出していた．フランス人は，農業移住地を

ほとんど持たなかった．その地域にイギリス人

が侵入して来たので，両国のあいだで戦争が起

こったが，1763 年に終結した．フランスが降伏

した．イギリスはフランスからカナダ全土とア

パラチア山脈から（河口のニューオーリーンズ

をのぞく）ミシシッピー河までの全地域を奪っ

た． 

そうすると，それらの地域をいかに管理すべ

きかという問題が新たに生じる．独立 13 州の西

に広がる領土は原則連邦政府が管理する公有地

とすることとした．また，オハイオ川，ミシシッ

ピー河，五大湖に囲まれた北西領地（Northwest 

Territory, 現在のウィスコンシン，ミシガン，イ

リノイ，インディアナ，オハイオ州）をいくつ

かの行政単位に編成し，それぞれの地域におけ

る白人青年男子人口が 6 万人を超えた時点でそ

の地を州（ステイト）に昇格させ，独立 13 州と

法的に対等な立場で連邦に加入させることを，

1787 年までに決定した． 

ケンタッキー，テネシー州は 1800 年までに州

に昇格した．他のオハイオ川，ミシシッピー河

の流域の州は，1820 年までに州に昇格している

（ミシガン，ウィスコンシン州の昇格は，もっ
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と遅れる）（図８）．かつての宗主国であったイ

ギリスは，新たに獲得した領土を通例植民地と

していた．しかし，合衆国では西に拡大する領

土を東部諸州の植民地にはせず，その住民にも

既存の州の住民と同等な法的権利を認めた． 

ところで，ミシシッピー河よりも西の広大な

ルイジアナ領土は，1763 年パリ条約によって，

フランスからスペインに帰属が移っていた．ミ

シシッピー河の自由航行権や河口のニューオー

リーンズで倉庫を使用する権利などをスペイン

は合衆国に認めていた．フランスにナポレオ

ン・ボナパルテが台頭すると 1800 年にスペイン

はルイジアナ領土をフランスに割譲した．ナポ

レオン戦争の戦費の捻出をせまられたナポレオ

ンは，ルイジアナ領土を 1500 万ドルで合衆国に

売却してしまった．このルイジアナ領土は，ミ

シシッピー河以東の合衆国の領土とほぼ同じ広

さを持っている．この土地が，合衆国のものと

なった．しかも後年に，この地域内のミネソタ

州から鉄鉱層が発見され，アメリカの鉄鋼業を

支える鉱脈となった．アメリカは，何ともいい

買い物をしたものだ．それらの地域の州への昇

格は，ミシシッピー河以東の州の昇格よりもう

んと遅れる． 

ついでながら，新たに獲得したルイジアナ領

土についての知識は合衆国政府にはなかった．

そこで 1805 年に軍人の M. ルイスと W. ク

ラークに命じて，ミズーリ河から太平洋側の

ヴァンクーバーまで探検を実施させた．六分儀

を使って天測しながら行軍している．天測は，

軍人にとっては，当たり前の行動だったのであ

る．本年報 9 号(2008 年)で紹介した藤田和夫の

大興安嶺探検のときの天測を用いた行動を，軍

人が読めばどのような印象を持たれるか．興味

あるところである． 

 

11. 通商路の問題 

 

アパラチア山脈の西麓の諸州が 1800 年代に

入って州に昇格すると，それらの地域で収穫し

た農産物などをどのようにして東部沿岸諸州に

運搬するか，という問題に直面した．東部海岸

地域からアメリカ先住民の交易ル－トを使って

ようやくアパラチア山脈を越えることはできて

も，収穫したコムギやトウモロコシなどを運搬

する交通路は未整備のままだった．アパラチア

山脈を山越えして東部海岸に運ぶことはとても

できない．水運を使ってミシシッピー河を南下

し，ニューオーリーンズに集荷して，そこから

帆船で外洋に出るしか方策はなかった．このよ

うにしてニューオーリーンズはおおいに栄えた． 

ここに，興味ある現象が生じる．コムギにせ

よトウモロコシにせよ，農作物は樽詰めにして

出荷する．運賃は樽数で決まる．生の農産物を

出荷するよりも，アルコール醸造してウィス

キーを出荷する方が一樽の単価はうんと上がる．

その結果，ミシシッピー河流域には醸造所が林

立することとなった．1790 年には，ペンシルバ

ニア州だけでも，5,000 の醸造場があったといわ

れる．現在ではそれらの醸造場が整理，統合さ

れ，有名なケンタッキー・ストレート・バーボ

ン・ウィスキーとして名残をとどめている． 

合衆国政府は，ついに東部海岸から中西部に

いたる道路の建設に着手した．いわゆるカム

バーランド・ロードの建設である（図 10）．1808

年にメリーランドのカムバーランドを発して，

1811 年にボルチモアを通過，1817 年にウェス

ト・ヴァージニアのウィーリングに達し，1833

年にオハイオ州のコロンビアまで延長し，つい

に 1852 年にイリノイ州のヴァンダリアに到着

した．道路の幅は 60 フィート(20 メートル）も

あり，中央部の 20 フィート（7 メートル）は舗
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装されていた．これが合衆国政府が建設した最

初の国道である．現在のインターステイト（国

道）70 号がこれにあたる．西部への移住者が多

数，このカムバーランド・ロードを使っている． 

西部への移住者が急増すると，西部には一大

市場が形成されることとなった．ニューオー

リーンズ経由の海運，新たに建設されたカム

バーランド・ロードだけでは，東部海岸と西部

の交易路はじゅうぶんではない．ニューヨーク

市長を数期にわたってつとめたデウィット・ク

リントンは，ハドソン河とエリー湖をむすぶ運

河がニューヨーク市と五大湖地方の交通輸送を

容易にすると考えた．1807 年にフルトンが蒸気

汽船を発明しており，ハドソン河を航行する

ニューヨークと上流のオルバニーを結ぶ定期航

路もすでに開始されていた．1816 年に彼が

ニューヨーク州知事に当選すると，この運河の

開鑿を州の事業としておこなった．オルバニー

付近のトロイからエリー湖畔のバッファローま

で 363 マイル（580km）のエリー運河は，1825

年に完成した（図 10）．開鑿に要した費用は，

運河通行料によって 1837 年までにすべて償還

できたというから，この運河の利用度のすさま

じさがうかがえる．西部が求める物資はニュー

ヨークからエリー運河経由でバッファローに送

られ，また，西部の産物はエリー運河経由で

ニューヨークに送られた． 

かくして西部と直結したニューヨークは経済

都市として大繁栄し，移住が容易となったこと

で西部の人口は急増した．1820 年に 12 万だっ

たニューヨーク市の人口は，1840 年に 30 万，

1860 年には 80 万を超えて，フィラデルフィア

やボストンをはなして，巨大都市に成長して

いった． 

1820 年代から，東部の諸都市をむすぶ鉄道網

が整備され始めた．1828 年にボルチモア・オハ

イオ鉄道が開通してから，各地で鉄道の建設が

進み，1854 年にシカゴと東部海岸が結ばれるよ

うになった．その後，シカゴは鉄道の中心地と

なる．1840 年には 4 千の人口だったシカゴが，

1860 年には 10 万都市に成長していた． 

 

12. ゴールド・ラッシュ 

 

東部の諸都市が発展しつつあるその時期に，

カリフォルニアで金が発見された．サクラメン

トの東，シェラネバダ山脈の麓の，現在の国道

50号と州道49号が交差するブラザビルの10km

ほど北のコロマで，1848 年 1 月にえんどう豆の

半分ほどの金の塊が発見された．この地点は，

いま，マーシャル・ゴールド・ディスカバリー

州立歴史公園となっている．金発見のニュース

が伝わると，金を求めて人々はネバダの山麓に

殺到した．6 月には 2 千人以上の人が金を掘っ

ていた．12 月までに 1 千万ドルの黄金が発掘さ

れた．翌年の 1849 年の 1 年だけで 10 万人が「黄

金郷」にやってきた．それまでわずか 2 万の人

口だったカリフォルニアが，12 万に人口にふく

れ上がり，その翌年の 1850 年に州に昇格した． 

シェラネバダの山塊に，金をわずかにふくん

だ石英脈が貫入してきた．1 億年以上もの年月

のあいだに石英脈も山塊も，徐々に風化，侵食

されてゆく．岩石にふくまれる石英や長石など

のほとんどの鉱物は比重が 3 以下であるが，金

は19.3である．豪雨のときに土砂崩れがおこり，

ほどんどの鉱物は濁流に押し流されるが，金は

重いのでそうかんたんには流されない．風化し

た元の山塊の麓に堆積する結果となる．元の石

英脈のなかでの含有率が 100 分の 1％以下で

あっても，山麓に再堆積した土砂のなかでの金

の含有率ははるかに濃集されている．金は重い

ので，容易に選別できる．これが，いわゆる砂



北米大陸開拓論：資源人類学の立場から －北米は西海岸から開拓すると失敗する－ 

 13

金である． 

ミシシッピー河以西がほとんど開拓されてい

ないこの時期に，カリフォニアだけが州として

独立してしまった．まさに陸の孤島であった．

南北戦争（1861～1865 年）のさなかにあっても，

大陸横断鉄道の必要性は痛感されていた．すで

に 1853 年に陸軍省はどのルートがもっとも適

当であるかの調査をおこなっていた．1862 年に

ユニオン・パシフィック鉄道会社が創立され，

ネブラスカのオマハから西に向かって鉄道を建

設することになった．カリフォルニア州ではセ

ントラル・パシフィック鉄道がサクラメントか

ら東に向かって鉄道の建設に着手した．1869 年

にユタ州のソルト・レークの北のオグデンで両

鉄道は連結し，カリフォルニアの金でつくった

犬釘（ゴールデン・スパイク）が枕木に打ち込

まれた． 

1858 年には，コロラドで金鉱が発見された．

1859 年の 1 年だけで 5 万人があつまり，デン

バーなどの都市は，一夜にしてでき上がった．

コロラドは 1861 年に準州になり，1876 年に州

に昇格した．ネバダでは 1860 年に金鉱や銀鉱が

発見され，1861 年に準州，1864 年に州に昇格し

たが，金銀を掘りつくすと，ブームは去って，

人口は激減してしまった（図 12）． 

これらの地域の開拓は，それまでのフロン

ティアの西進とは趣がことなっていた．それま

では農民の開拓者によっておこなわれていた荒

野の文明化は，この時期には，まず鉱山開拓者，

ついで牧畜業者によっておこなわれ，農民はそ

のあとに従った．雨量のすくない乾燥－半乾燥

地であったから，開拓は容易ではなかった． 

 

13. 大平原を開拓 

 

ミシシッピー河とロッキー山脈に挟まれた大

平原（Great Plains）は，半乾燥地帯である．水

の確保が容易でない地域が，どのように開拓さ

れていったのか．東部地域の開拓に成功したア

メリカ人も直面したこともない状況に，どのよ

うに対応していったのか．それを述べなければ

ならない． 

南北戦争のさなかの 1862 年に制定された自

営農地（ホームステッド）法の制定が新たな局

面を開拓した．これは，21 才以上の合衆国市民

は 5 年間の居住と開墾ののちに公有地を 160

エーカーまで無償に取得できる法律である．そ

の結果，西部には 160 万もの農地が新たに開か

れた．しかし，それはすぐには実現しなかった． 

アメリカ合衆国の領土となったミシシッピー

河以西の大平原は，すべて国有地であった．自

営農地法が制定されても，水の確保が容易でな

い内陸部に定住する農民はいなかった．そのよ

うな状況のなかで，興味ある現象が生まれる． 

南北戦争が終結した 1865 年の翌年，テキサス

州のサン・アントニアの牧童が牛をまとめてミ

ズーリ州のセダリアまで国有地を長駆，運んで

きた．1950 年代の日本でも大ヒットしたテレビ

映画の「ローハイド」のカーボーイが運ぶ牛の

群れである．南テキサスは気候が温和で，草は

豊富に生え，水も豊富だった．ほっておいても

牛の群れはおそろしい割合で繁殖した．牛の価

格も安く，サン・アントニアでは 1 頭が 5 ドル

で売買された．それをセダリアまで運ぶと，30

ドルで取引された．この時期までに，鉄道網は

ミズーリの内陸部にまでに拡張されていた．そ

れが幸いした．牛の群れはセダリアから東部海

岸地方に運ばれ，消費された．このころから，

東部地域における牛肉の消費量ははね上がる． 

テキサス南部で飼育されていた牛種はスペイ

ン種の長角牛で，冬の積雪期にも鼻部で雪をか

きわけ，雪の下の草を食べることができた．だ
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から冬の期間も放牧が可能で，テキサスの牛種

は長角牛が主流であった．ただし，肉質はかた

いという難点があった． 

セダリアには，27 万頭の牛の群れが運ばれた．

これは，セダリア・トレートと呼ばれる（図 11）．

テキサスから北上するルートとして，カンザス

太平洋鉄道に沿うアビレーンに達するルートが

容易であることが発見されると，1867 年から 71

年にかけては，アビレーンが「牛の王国」の中

心地となった．これが，クリス・ホーム・トレー

ルである．この間，146 万頭の牛がアビレーン

に運ばれた．しかし農民たちがしだいに西方に

進出したために，牛を運ぶルートも西の方に移

動していった．カンザス州西方のダッジ・シ

ティーにいたるルートはウェスタン・トレール

と呼ばれ，ワイオミング州東部のシャイアンま

でのルートはグッド・ナイト・ラヴィング・ト

レールと呼ばれる．ダッジ・シティーはワイアッ

ト・アープ，ドク・ホリデー，バッド・マスター

ソンなどのガン・マンが活躍した町として有名

である．これらの町は鉄道でシカゴと直結して

いるのである．「ローハイド」の事業と鉄道の発

達は，切り離しては考えられない．最盛期の 15

年間に，400 万頭の牛が北方の鉄道の終点まで

運ばれた． 

「ローハイド」の事業は，長くは続かなかっ

た．1885 年と 87 年の冬の寒波で長角牛が壊滅

的な打撃を受け，ついに復活しなかった．自営

農地法による農民の私有地が拡大し，牛の大群

を移動させることが困難になりつつあった．私

有地で飼われる牛は，肉質の軟らかな種に転換

していった．その種は冬の積雪期に鼻部で雪を

かきわけることができず，雪の下の草を自ら食

べることはできない．しかし，夏の間に収穫し

た干し草を飼い主から冬の間に与えられ，冬を

過ごすようになった．牛種の転換により，「ロー

ハイド」の事業は終焉を迎えた． 

 

14. 有刺鉄条と穿孔機の発明 

 

自営農地法による農民の私有地の拡大にあず

かって力あったのは，有刺鉄条と掘削機の発明

である．大平原地域には，森林は発達しない．

木材の入手が困難で，所有地の境界を明示する

木の柵がつくれないのである．1868 年に有刺鉄

条が発明されると，1874 年には大平原地域であ

まねく販売されるようになった．それまでの国

有地の開放農場は，私有牧場に分割されていっ

た．この私有農場の拡大が，「ローハイド」の牛

の運搬路を東から西に移らせる原動力となった

のである． 

私有地を獲得した農民は，内陸部で水をどの

ように確保するかという問題に直面した．井戸

を掘っても地下水位が低いので，水は出てこな

い．1870 年代に，深さ 100m の穴を掘ることの

できる金属製の穿孔機が発明され，この問題は

解決された．人力で水をくみ上げるには孔は深

すぎるが，風車を使用することで水は容易に手

に入った． 

地下水のくみ上げが容易になったことで，農

作物の範囲が急速に拡大した．そして農地も拡

大した．その結果，西部には 160 万もの農地が

新たに開かれたのである． 

 

15. 鉄鋼と石油 

 

アメリカが発展しつつある 1856 年に，鉄を鋼

鉄にする技術がベッセマーによって発見された．

溶融した銑鉄に空気を吹き込むと，含有成分の

ケイ素の酸化熱によって高温に保たれ，ケイ素

は酸化ケイ素となって鉱滓化し，銑鉄は製鋼さ

れる．燃料不要の製鋼法として注目され，以降
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の製鋼技術に大きく貢献した．これがベッセ

マー法である．アメリカでは 1866 年からこの方

法が採用された．アメリカの製鉄業は，はじめ

のころペンシルバニア州の西部およびオハイオ

州の東部に集中し，そのなかでもピッツバーグ

は鋼鉄の中心地となった．この地方が鉄鉱石お

よび石炭の産地であったからである．製鉄のさ

いの中和剤としての石灰岩も豊富に入手できた． 

1870 年代にミシガン州に，1880 年代にミネソ

タ州に鉄鉱山が発見され，これらは五大湖を通

る水運ではこばれた．アンドリュー・カーネギー

は1960年代から鉄鋼業に参入し，1889年にカー

ネギー製鋼会社を設立した．カーネギー製鋼会

社は，原料生産地から製品市場までの過程を統

制する方策を確立した．鉄鉱原石鉱山，五大湖

を航行する船会社，鉄道，石炭会社，石灰岩鉱

山などすべて会社に必要な産業を傘下におさめ

るようになった．カーネギーは 1901 年に J･ピ

アポント・モルガンの持株会社にカーネギー製

鋼会社の株を売却した．これで設立されたのが

US スティールである． 

「鋼鉄時代」の生産品は油がなければうごか

ない．鉄鋼業とほとんど同じ時期にアメリカで

巨大産業となったのが石油業であった．石油の

存在は南北戦争以前から知られていたが，扱い

方がわからなかった．イェール大学のベンジャ

ミン・シリマンが石油が灯火用として使用でき

ることを発見した．1859 年に技師のエドウィ

ン・ドレークがペンシルバニア州のティトゥス

ヴィルにはじめて油井をつくった．「ドレークの

愚行」と嘲笑されたが，１日 20 バレルの石油が

噴出した．ジョン・ロックフェラーは 1870 年に

オハイオ・スタンダード石油会社を設立してか

ら，石油業界の統合に乗り出した．会社自身が

倉庫業，樽の工場，送油管の製造，石油の販売

網を完備して，仲買人の仲介を許さなかった．

1882 年にニュー・ジャージー・スタンダード石

油会社，ニューヨーク・スタンダード石油会社

を設立した．1892 年にスタンダード石油トラス

トを形成し，全米石油の 90％を支配するまでに

なった． 

では，なぜニュー・ジャージーやニューヨー

クなどの東部地域に石油が産出するのか．これ

には中生代の海洋無酸素事変が密接に関連する

（図 13）． 

南極大陸に大陸氷河，北極海に氷山が存在す

ると，深海に酸素が供給される．溶存酸素量の

多い氷河，氷山が海域で溶解し，冷たく比重の

大きい水塊となって，海底を伝わり赤道直下の

深海に運搬される．その水塊には酸素がふくま

れているので，深海底に酸素を供給する機構と

して機能する．中生代の気候温暖期には南極，

北極から氷河，氷山が消失した．その結果，深

海に酸素が供給されなくなり無酸素状態となっ

た．有機物は分解されず，有機炭素量の多い黒

色泥が堆積することとなった．これらの有機物

が油ガスの根源物質となったのである．白亜紀

後期の大陸分布に注目すると，アフリカ大陸と

ユーラシア大陸の間には，東西にテーチス海が

広がる．北大西洋が南方から開きはじめている．

これらテーチス海，北大西洋に多量の有機炭素

量の多い黒色泥が堆積し，油ガスの根源物質と

なった．アラブ諸国やインドネシアから石油が

産出するのは，それらの地域がテーチス海が広

がっていた海域であるからで，アメリカの東海

岸は北大西洋の海域にあたるからである． 

アメリカの東部，中西部はきわめて資源に恵

まれた地域なのである． 

 

16. おわりに 

 

アメリカの開拓は，東部海岸から着実におこ
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なわれていった．大西洋の対岸にヨーロッパが

存在したことも幸いした．ヨーロッパ人がユー

ラシア大陸の西岸を開拓したのと同じ方法をア

メリカ東部地方に適応し，開拓は成功した．そ

れでも東部13州が独立するまでに150年を要し

た．アパラチア山脈を越えて，ミシシッピー河

の東岸地域が州として独立するのに，さらに 50

年が経過している．ちょうどその時期に鉄道が

普及するという技術革新があって，ミシシッ

ピー河以東は急速に発展した． 

しかし，ミシシッピー河以西の開拓は難渋し

た．半乾燥の地域には，容易に入植できなかっ

た．カリフォルニアで金鉱が発見され，カリフォ

ルニアは州として独立したが，陸の孤島であっ

た．東部では，農民の開拓者によって荒野の文

明化がおこなわれていた．西部では，まず鉱山

開拓者，ついで牧畜業者によって文明化され，

農民はそのあとに従ったのである． 

西部が開拓され，フロンティアが消滅したこ

ろに，鉄鋼業と石油産業が勃興した．最高のタ

イミングであった． 

アメリカ大陸を西海岸から開拓することは，

不可能であった．西海岸から開拓すると，開拓

の初期段階で金鉱が発見され，大混乱に陥って

いたであろう．金鉱が西部にあって，開拓の後

期になってそれが発見された．この事実はアメ

リカの開拓にとって幸いであった． 

アメリカは，東海岸から着実に開拓されて

いったのである． 
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